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鳥取大学医学部医学科　ゲノム再生医学講座再生医療学分野

難 波 大 輔

1. 鳥取大学医学部再生医療学分野について

鳥取大学医学部は，明治26年に創設された鳥取県立
病院米子支部をその起源とし，山陰における医療人育成
を目的に戦中に創設された米子医科専門学校，戦後に米
子医科大学へと変遷を経て，新制大学の移行に伴い鳥取
大学に包括され，今に至る。医学部としては2020年に
創立75周年を迎え，長きにわたり山陰地域における医
療を担っている。また1990年には，国内の大学として
は初めて医学部の中に4年制の生命科学科を創設し，バ
イオメディカル分野において優秀な人材を輩出してい
る。本学医学部の臨床分野では，ロボット手術を積極的
に導入し成果をあげており，また，研究分野では，人工
染色体を用いた染色体工学領域において，世界トップク
ラスに位置している。近年は，医学部附属病院救命救急
センターを中心に広範囲重度熱傷の治療にも力を入れて
おり，再生医療を積極的に取り入れている医学部の一つ
である。
本稿で紹介する鳥取大学医学部再生医療学分野は，

（旧）再生医療学分野（久留一郎教授）と遺伝子医療学分
野（汐田剛史教授）が，両教授の退任後の2023年に統
合して誕生し，2024年に難波が教授として着任，新体
制でスタートした。当分野では，再生医療を「損傷・疾
患・加齢・先天性障害によって機能低下や機能不全を起
こした組織・器官，さらには，それらの要因によって欠
損した組織・器官を再生させる医療」と捉え，生体外で
作製した臓器を移植する臓器創生研究だけでなく，生体
内で疾患や加齢によって機能低下した臓器の再生にも焦
点を当て，研究と教育活動を展開している。研究では，
皮膚・肝臓・腎臓・血管などを対象にし，臓器再生の要
である幹細胞研究の推進と再生技術の開発に取り組んで
いる。さらに，「がん」の形成維持にかかわるがん幹細
胞や，がん治療による組織障害からの再生も研究対象と
している。また，幹細胞生物学や再生医療研究を基盤と
して，さまざまな領域で活躍できる人材を育成すること
も当分野の大きな使命と位置づけており，医学部生命科
学科の卒業研究生，医学系研究科の大学院生などの指導
を行っている。本稿では，特に皮膚科学分野に限定し
て，当分野の研究内容を紹介したい。

2. 再生医療学分野における皮膚再生研究

当分野では，ヒト皮膚より単離した細胞を用い，以下
のような幹細胞生物学および再生医療研究を展開してい
る。

2–1. 培養表皮シートを用いた皮膚再生医療技術の開発
損傷などで失われた臓器を体外で作製し移植する臓器
創生研究とその臨床応用は，ヒト表皮幹細胞培養による
培養表皮シートの作製に始まる。この培養表皮シート
は，現在，広範囲の重度熱傷の治療に幅広く応用されて
いるだけでなく，遺伝子導入技術と組み合わせて先天性
皮膚疾患の遺伝子治療にも利用されている 1）。当分野で
は，この培養表皮シートを用いた再生医療および遺伝子
治療をより効率化・高度化することで，重度熱傷の治療
効果や救命率の向上，さらに，さまざまな先天性疾患の
治療法開発を目指して臨床講座とも連携し研究を行って
いる。これまでに，培養ヒト表皮幹細胞に特徴的な細
胞運動パターンを発見し 2），深層学習による細胞認識と
物体追跡アルゴリズムを組み合わせることで，表皮幹細
胞動態を自動認識できるシステムの構築に成功してお
り 3），このシステムは培養表皮シート作製過程への応用
だけでなく，多様な再生医療用ヒト幹細胞培養の非侵襲
品質管理へ幅広く応用が期待されている。

2–2. 加齢や疾患による皮膚再生能力低下の仕組みの解
明

加齢や生活習慣病などによって，われわれの体のさま
ざまな器官の機能低下が起こる。当分野では，加齢によ
る皮膚再生能力の低下の仕組みや皮膚の恒常性維持の仕
組みの解明を通じて，加齢や生活習慣病などによって
引き起こされる器官の機能低下を予防する，さらには機
能を再生させる（=若返り）方法の開発を目指している。
特に，細胞増殖因子や細胞外環境による表皮幹細胞の
機能制御，さらにそれらの加齢に伴う変化に注目して解
析を行ってきており，EGF受容体シグナルが表皮幹細
胞の遊走能や幹細胞性に影響を与える分子機構，および
その加齢変化について明らかにしてきた 4, 5）（Fig. 1）。ま
た，糖尿病性皮膚潰瘍から表皮幹細胞や真皮線維芽細胞
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